
被
災
者
の
ケ
ア
幅
広
く

Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
　
「
医
療
と
絆
」
両
面
支
援

　
国
際
医
療
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
・
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
（
岡
山
市

北
区
伊
福
町
）
は
、
震
災

翌
日
か
ら
被
災
者
の
手
当

て
に
駆
け
付
け
、
救
援
物

資
の
配
布
や
避
難
所
の
感

染
症
予
防
な
ど
、
刻
一
刻

と
変
わ
る
現
啓
フ
ズ
に

仙
台
市
内
の
避
難
所
で
高
齢
者

に
点
滴
す
る
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
の
看
護

師
。
医
療
提
供
か
ら
始
ま
っ
た

被
災
地
で
の
支
援
活
動
は
現
在

も
続
い
て
い
る
＝
昨
年
３
月
2
2

日
（
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
提
供
）

合
わ
せ
て
活
動
の
幅
を
広

げ
た
。
こ
れ
ま
で
延
べ
２

６
６
人
を
派
遣
し
、
現
在

も
、
家
や
仕
事
を
失
っ
た

　
「
震
災
ホ
ー
ム
レ
ス
」
支

援
や
、
被
災
者
た
ち
の
心

身
の
ケ
ア
を
継
続
し
て
い

る
。
そ
の
活
動
は
「
岡
山

は
被
災
者
を
忘
れ
な
い
」

と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
で
も

あ
る
。

　
震
災
直
後
の
緊
急
救
援

段
階
で
は
、
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
は

募
集
し
た
医
師
や
看
護

師
ら
を
岩
手
、
宮
城
に
派

遣
し
、
診
療
と
物
資
配
布

を
並
行
し
て
行
っ
た
。
約

５
週
間
で
４
市
町
に
計

約
１
５
０
人
を
送
り
込
ん

だ
。

　
た
だ
、
ホ
テ
ル
な
ど
が

津
波
で
壊
滅
し
、
拠
点
施

設
の
確
保
に
は
苦
労
し

た
。
「
海
外
で
は
支
部
の

調
整
員
ら
が
手
配
し
て
く

れ
る
が
、
国
内
で
は
協
力

団
体
が
な
い
。
医
療
チ
ー

ム
は
高
校
の
理
秘
密
に
段

ボ
ー
ル
を
敷
き
寝
て
い

た
」
と
成
沢
貴
子
事
務
局

長
。
施
設
確
保
の
面
な
ど

か
ら
、
海
外
の
医
療
チ
ー

ム
の
支
援
を
行
政
が
断

っ
た
ケ
ー
ス
も
あ
り
、
菅

波
茂
代
表
は
「
民
聞
か
主

導
し
て
受
け
入
れ
態
勢
を

整
え
る
べ
き
」
と
指
摘
す

る
。

　
夏
以
降
は
心
の
ケ
ア
や

交
流
面
を
重
視
し
た
活
動

に
移
行
し
た
。
サ
ッ
カ
ー

部
の
中
学
生
を
岡
山
で
の

試
合
に
招
い
た
り
、
昨
年

1
2
月
に
は
岩
手
県
大
槌
町

に
健
康
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ

ー
を
開
設
。
ス
タ
ッ
フ
３

人
が
常
駐
し
、
は
り
・
き

ゅ
う
、
マ
ッ
サ
ー
ジ
が
受

け
ら
れ
る
。
交
流
ス
ペ
ー

ス
も
あ
り
、
同
じ
経
験
を

し
た
被
災
者
同
士
が
心
を

通
わ
せ
て
い
る
。
さ
ら
に

　
「
震
災
ホ
ー
ム
レ
ス
」
問

題
に
着
目
し
、
厳
寒
期
を

乗
り
越
え
て
も
ら
お
う

と
、
４
月
ま
で
の
予
定
で

カ
イ
ロ
や
寝
袋
、
保
存
食

を
届
け
て
い
る
。

　
被
災
地
支
援
の
経
験
が

豊
富
な
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
。
そ
の

活
動
に
は
「
『
あ
な
た
は

一
人
じ
ゃ
な
い
。
私
た
ち

は
忘
れ
な
い
』
と
い
う
メ

ッ
セ
ー
ジ
を
込
め
、
被
災

者
に
届
け
て
い
る
」
と
成

沢
事
務
局
長
は
話
す
。
そ

し
て
「
震
災
は
ま
だ
終
わ

っ
て
い
な
い
」
と
も
。
岩

大口列刀口耳;ヱ

刎臨ｆ-ヽ１　一一ｋ２ ｉ四 団体名 主な活動地･拠点
主な活動内容 延べ人数

　 ｌ

占 〃

をど　｀ンに内　.jt
持公県テはか

復

っ的　｀イ　｀ら

た機県ア県被　1紅
職関警と民災
員も　｀しが地　ノ'｀●
を専市て多へ　２
派門町参数の

活

計県　た注意２民県ｏの゜
jMI

1ボ社　支復
３ラ会　復興
人ン福に店や

がテ祉　当副
官イ協　たや
喊ア議っ生

生

県は会　て店
長　｀の　き再　、

敷仕集かた巻

活

｀分積き　゜市
笠け所出被や再
岡もでし災東

の手は家家松司伝良兵製烏建
市っ參容ぶfぃ7釘

県
民沓

y

jﾓ

詫

篇

｜

－１

１

１

県職員支援隊 謳賢 避難所運営支援､災害
対策本部運営支援 204人

県市長会 笑昌市 謬醤豊儡Ｗ 1千人超

県町村会 副混 盃慧跨業設計･調 38人

県警 劈r市 行方不明者捜索､パト
ロール､交通規制､検視 499人

中国管区機動隊
県部隊

岩手県
陸前高田市

144不明者捜索､交通
644人

陸上自衛隊日本原、
三軒屋駐屯地部隊 尉腰 証碧ばＰヽ” 約700人

県心のケアチーム 封ｋ 緊急医療支援 95人

ＡＭＤＡ 刎諦 避難者診療､現地病院
への医療スタッフ派遣

約260人

県社協ボランティア 4潜市 昌温言し､家具 213人

１

ｉ

Ｆ

倉敷市社協市民
ボランティア S詰 がれき撤去 約430人

笠岡市社協市民
ボランティア 蓼脂市 がれき撤去 75人

§

日赤県支部職員･
ボランティア 琵m市 7Eあlは?､病侃支援､が

206人
中国学園天こ'‾'

中国短大 琵レ‾ 循jf所支援ご支援物資
47人吐た物運らに

賜　ｃ資び泥入

加翁rの　｀ふね一八
川崎医療福祉大 封ｋ がれき撤去､側溝泥出

し､イベント支援
約80人

･J　12ヱづ

手
、
官
城
の
２
病
院
と
詮

旅
所
に
は
医
師
の
派
遣
や

物
資
の
輸
送
を
２
０
１
４

年
ま
で
継
続
す
る
予
定

で
、
［
医
療
と
絆
の
両
面

か
ら
サ
ポ
ー
ト
し
た
い
］

　
（
菅
波
代
表
）
と
多
彩
な

活
動
を
模
索
し
て
い
く
。

　
　
　
　
（
大
江
恵
里
奈
）

　
‐
‐
ｊ
－

⑤
３
千
万
円
（
７
日
現
在
）
を

集
め
、
医
師
や
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
を
派
遣
し
て
き
た
。

　
県
は
職
員
支
援
隊
を
今

も
継
続
派
遣
し
、
県
市
長

会
と
県
町
村
会
は
各
市
町

村
に
呼
び
掛
け
、
保
健
師

や
土
木
技
師
を
送
っ
て
い

る
。
県
警
は
延
べ
１
１
４

３
入
を
派
遣
。
立
ち
入
り

が
規
制
さ
れ
て
い
る
福
島

原
発
周
辺
の
交
通
規
制
や

行
方
不
問
者
捜
索
、
パ
ト

ロ
ー
ル
活
動
に
当
た
っ

た
。
今
も
７
入
が
特
別
出

向
で
岩
手
県
釜
石
署
に
勤

務
し
、
交
通
整
理
や
事
件

捜
査
に
当
た
っ
て
い
る
。

　
陸
上
自
衛
隊
の
日
本

原
ご
二
軒
屋
駐
屯
地
か
ら

は
約
７
０
０
人
が
活
勤
し

た
。

らい、その評価や今後の課題など

(大江恵里奈)

菅波茂代表(65)に１年間にわたi

l虚IB4441s？i/7-心こ善あf-.φgil,n2にg　-.･ふ　ｉる被災地での活動を振り逞っても１について聞いた。

　　　　十　菅波代表に聞く

－
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
は
震
災
翌
日
時
の
よ
う
に
、
手
術
が
必
要
が
来
た
こ
と
で
被
災
者
も
安
の
諌
題
は
。

に
仙
台
市
入
り
。
苛
波
代
表

も
被
災
地
で
約
２
週
間
活
動

し
た
。

　
　
「
。
被
災
者
は
発
生
後
８
日

ほ
ど
が
最
も
心
細
く
感
じ

る
。
何
と
し
て
も
翌
日
に
は

な
患
者
は
ほ
と
ん
ど
い
な
か
心
し
た
様
子
だ
っ
た
そ
う
　
「
お
年
寄
り
に
対
す
る
支

っ
た
。
た
だ
、
多
く
の
人
が
だ
。
被
災
者
を
運
転
手
と
し
援
に
目
が
向
き
が
ち
だ
が
、

家
を
流
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
て
雇
っ
た
り
、
医
師
や
看
護

避
難
所
生
活
か
長
引
い
た
。
師
は
も
ち
ろ
ん
、
活
動
を
コ

そ
の
た
め
か
、
被
災
者
聞
の
九
ア
イ
ネ
ー
ト
す
る
調
整
員

団
結
力
は
強
か
っ
た
よ
う
に
が
フ
ル
回
転
し
、
現
地
の
二

被
災
住
民
交
流
も
重
要

ス
タ
ッ
フ
を
現
地
入
り
さ
せ
　
　
『
‘

た
か
っ
た
。
私
は
1
3
日
か
ら
　
１
　
’
、

宮
城
、
岩
手
で
避
難
所
や
地
　
＼

域
を
回
っ
て
医
療
活
動
を
行

っ
た
゜
近
所
の
寺
や
神
社
に
　

]
4

避
難
し
た
人
も
多
く
、
行
政
　
レ

か
ら
指
定
さ
れ
て
い
な
い
避
・
］
『

難
所
が
た
く
さ
ん
で
き
て
い
思
う
」

た

束日本犬震災１年
の活動を振り返る
菅波茂代表

Ｉ
ズ
を
分
析
。
公
的
な
支
援

避
難
所
で
は
子
ど
も
た
ち
も

ス
ト
レ
ス
を
感
じ
て
い
る
。

宮
城
、
岩
手
県
の
中
学
生
を

元
気
づ
け
よ
う
と
岡
山
に
招

待
し
た
の
は
、
そ
の
た
め
だ
。

被
災
者
同
士
で
通
じ
今
っ
も

の
が
あ
り
、
被
災
地
間
の
住

民
交
流
も
重
要
に
な
る
」

　
－
こ
れ
か
ら
私
た
ち
に
で

き
る
こ
と
は
。

　
　
「
被
災
地
に
行
こ
う
。
旅

行
で
観
光
し
な
が
ら
お
金
を

使
う
の
も
復
興
の
た
め
に
大

事
。
被
災
地
の
咲
子
を
目
に

す
れ
ば
、
何
か
や
ら
な
け
れ

－
展
開
し
て
き
た
支
援
活
か
行
き
届
き
に
く
い
避
難
所
は
と
い
う
意
識
が
芽
生
え
る

－
阪
神
大
震
災
で
も
医
原
動
を
現
段
階
で
ど
う
評
価
す
に
ま
で
支
援
を
広
げ
る
な
と
思
う
。
自
宅
近
く
の
ス
ー

支
援
を
行
っ
た
。
東
日
本
大
る
。

震
災
と
の
違
い
は
。

「
初
期
段
階
は
発
生
翌
日

　
采
波
に
襲
わ
れ
、
被
災
に
現
地
入
り
し
、
素
早
い
対

面
積
が
甚
大
。
阪
神
大
震
災
応
が
で
き
た
。
医
療
チ
ー
ム

ど
、
民
間
な
ら
で
は
の
活
動
パ
ー
な
ど
で
被
災
地
の
特
産

が
で
き
た
と
思
う
」
　
　
　
品
を
買
う
こ
と
も
立
派
な
支

　
ｉ
長
期
的
な
視
野
で
の
支
援
。
離
れ
て
い
て
も
で
き
る

援
が
必
要
と
思
う
が
、
今
後
こ
と
は
た
く
さ
ん
あ
る
」
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